
時
事
問
題

通
貨
攻
縮
の
急
務

第
九
巻

(第
四
號

九
四

)

五
六
入

時

事

開

顕

通

貨

牧
.
縮

の
.急

務

昌

「払
馬

田

海

・
市

「

兌

換

券

屠

獲

と
物

債

騰

貴

職
事
終
熄
後

一
時
世
界

の
物
贋
は
低
落
せ
ん
ざ
し
穴
が
、
最
近
更
に
騰
貴

の
傾
向
を
示
す
に
至
つ
な
。
是
れ
戦

.

雫

の
爲

め
に
厭
洲
諸
国
の
生
産
力

の
蕩
け
ら
れ
た
程
度
か
豫
想
以
上
に
甚

し
く
、
其
恢
復

の
容
易

な
ら
さ
る
の
み

な
ら
す
、
國
ε
國

と
の
戦
争

の
終
熄

は
各
凾
内

に
於
け
る
階
級
戦

の
開
始
に
愛
し
て
、
現
存
せ
る
生
産
力
の
重
要

　部

分
か
絶

へ
.す
其
活
動
を
妨

げ
ら
れ
、
之
か
爲
め
物
資

の
缺
乏
は
往
々
に
し
て
戦
時
以
上
に
甚
し
き
を
苦
く
る
所

あ

る
ε
同
時
に
、
各
国
の
政
府
は
通
貨
牧
縮
の
鹸
力
を
有
せ
さ
る
は
勿
論
、
戦
争

の
跡
始
末
ε
肚
會
的
不
安
ご
に

慮
す
る
矯
め
盆
通
貨

を
膨
脹
せ
し
め
つ
》
あ
る
か
ら
て
あ
る
。
此

の
如

き
事
情

の
下
に
於
て
戦
時
に
制
定
し
な
債

落
制
限
及
消
費
制
限
や
幣

禁
止
を
少
し
羨

め
ん
享

れ
は
忽
ち
物
債
の
嬰

を
筆

る
醤

然
て
あ
る
.
.然

ざ

に
今
日
物
憤
を
騰
貴
せ
し
む
る
こ
議

肚
會
的
不
安
を
激
成
す
る
こ
荘

な
る
か
ら
、
張
近
に
各
国
は
更
に
物



.

債
調
節
に
力
を
挫
く
に
至
つ
な
が
、
既

に

一
方
に
於

て
急
に
物
資

の
供
給
を
増
加
す
る
こ
ご
も
、
通
貨
を
牧
縮
す

.

る
こ
ε
も
困
難

て
あ
る
ε
す
れ
は
、
其
物
慣
調
節

の
主
役
る
方
法
か
償
格
及
消
費
の
制
限
や
暴
利
取
締
の
如
き
枝

.

栗
駒

の
慮
急
手
段
に
出

つ
る
は
己
哲
を
、得
な
い
の
て
あ
る
。
只
た
欧
洲
諸
國

ご
事
情
を
異
に
ず
る
沢
國
は
物
贋
を

調
節
す
る
薦
め

一
面
に
軍
用
品
梛
下
ε
輸
出
制
限
ε
を
行
ふ
て
供
給
の
増
加
に
努

め
、他
面
に
暴
利
取
締
を
行
ひ
、

.

通
貨

の
牧
縮
は
行
は
な
い
方
針
て
あ
る
こ
の
こ
ε
て
あ
な
が
、
足
れ
米
國
は
既

に
金

の
輸
出
を
許
し
、
貿
易
の
自

然
作
用

に
由

っ
て
過
度
の
通
貨
の
流
通
を
根
本
的
に
防
止
し
て
居
る
か
ら
て
あ
る
。
若
し
米
国
に
し
て
更
に
其
れ

ハ

　

一
以
上
に
通
貨

の
牧
縮

を
行
は
ん
ご
す
れ
ば
、
暴
れ
世
界

の
干
均
以
下
に
自
国
の
物
債
を
人
爲
的
に
引
下
け
ん
ε
す

る
も
の
て
あ

っ
て
、
其
結
果
は
後

に
論
ず
る
か
如
く
甚
だ
不
利
淀
ら
さ
る
を
待

球
い
。

、

我
國

の
物
儂
も
戦
争

の
終
熄

ご
共
に

=
府
低
落
に
向

っ
て
再
ひ
騰
貴
に
嬉
し
、
其
騰
貴
の
程
度
は
英
國
よ
り
も

強
く
し
て
遙
か
に
米
国
を
凌

い
で
居

る
か
、
比
物
償
騰
貴
ε
共
忙
兌
換
券

の
流
通
か
大
に
増
加
し
つ
、
あ

る
。
元

一

㌔

」

來
我
國
は
英
佛

の
如
く
通
貨

の
膨
.脹
を
鯨
義

な
く
せ
ち
れ
て
居
る
の
て
な
い
か
ら
、
此
際
物
債
を
調
節
せ
る
に
は

…
先

つ
通
貨
牧
縮
を
断
行
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
然

る
に
現
政
府
當
局
者
は
通
貨
膨
脹

に
關
し
豫
て
よ
り
特
種

の
見
解
を

…
有

し
、
世
間

の
需
要
に
鷹
し
て
兌
換
券
を
壇
議
す
る
こ
ε
は
産
業
の
獲
展

に
必
要
に
し
て
、
文
物
償
騰
貴
.の
原
因

一
ご
な
る
も

の
に
あ
ら
す
、
今
日
の
通
貨
膨
脹
は
物
債
騰
貴

の
原
因
に
あ
ら
す
し
て
寧

ろ
其
結
果
な
り
ε
云
ふ
か
如

き
説
を
主
張
し
て
居

る
。
此
説
は
既
に
學
界
及
實
際
界
よ
り
批
評
し
壼
さ
れ
だ
や
う
て
あ

る
か
ら
、
予
輩
は
之
に
…封

時
事
問
題

通
貨
取
締
の
急
務

第
九
巻

{第
四
號

九
五
)

五
六
九

,

,



時
議

題

通
短

縮
の
霧

・
第
九
巻

第

四
號

九
さ

毛

。

斐

島

に

;
目
す
。
に
止
・
・
、
當
薯

の
此
説
鐘

塗

制
限
せ
ら
れ
た
・
趨

に
於
て
鑑

て
あ
嘉

・

戻

し
て
無
制
限
の
眞
理
て
は
な
い
。
楚

今
日
の
如
鉦

換
の
畠

番

の
輸
出
の
畠

ご
を
奪
ひ
・
事
實
上
見

壕

を
し
て
盃

盤

た
ら
し
。
て
居

る
場
A
・
に
は
、
藷

の
適
用
か
・
め
て
制
限
・
曇

る
を
得
・
・
.
叉

今
日

の
實
際
よ
量

れ
は
當
局
者

の
些

愚
見

・
そ
箆

物
慣
騰
誉

通
貨
膨
醤

の
重
大
原
因
籍

し
て
居

る
・

當
局
者
に
し
て
世
間
の
需
要

さ
へ
あ
れ
は
自
由
に
兌
換
券
、
否
な
紙
幣
姦

行
し
て
可
な
り
ε
の
方
針
を
持
す
る

…

呈

は
、
世
人
か
不
謹
愼
に
信
用
を
覆

す
る
こ
蔭

避
け
難
き
勢
て
あ

魂
.
今
旦

婆

明
國
に
於
け
・
高

.

し
く
我
国
に
於

て
む
・信
用
通
貨
か
取
引
上
重
要

の
地
位
を
占
め
、
從

っ
て
直
接
に
物
償
騰
貴
を
生
す
る
所

の
遁
貨

.

儂

芸

へ
は
、
圭
に
信
用
饗

の
膨
脹
を
意
味
す
る
も
の
て
あ
る
が
、
此
信
用
通
貨
の
簾

を
永
く
支

へ
ん
ε

す
れ
は
必
・
す
現
金
聾

霜

加
せ
ね
簸

呂

。
如
何
舞

葉

・
前
途
奢

里
誓

美

銀
復

無
農

に

貸
附
を
増
加
す
る
こ
凝

出
講

。
貸
付
の
増
加
及
之
捧

ふ
預
金
増
加
に
從
ふ
て
手
許
準
備
金
を
増
加
す
る
の

.

必
要
を
威
し
n
紙
幣
の
増
襲
を
要
求
す
る
の
て
あ
る
。
若
し
此
際
當
局
者
か
紙
幣
の
増
嚢
を
差
控

へ
る
方
針
を
探

り
、
特
に
金
利
を
充

分
に
引
上
げ
て
其
増
獲
を
抑

へ
る
方
針
を
探

つ
な
な
ら
は
、
銀
行
も
貸
出
を
制
限
す
る
の
已
.

…
む
を
讐

乏

至
み
の
て
あ
・
。
會

の
㌍

世
人
か
前
途
舞

嶺

け
・
際
に
於
て
、
貿
易
資
金
の
融
通
た
る

…

高

地
取
引
墓

の
融
通
た
・
墓

商

は
す
、
當
局
者
か
世
間
の
需
用
落

し
て
寛
大
に
紙
幣
を
増
掌

る
の
方

}

針
を
獲
表
す
れ
は
、
世
人
は
安
.心
し
て
其
樂
親
的
計
書

の
遂
行
の
爲
め
に
信
用
取
引
を
膨
.服
す
る
こ
ε

、
な
る
が

魑



當
局
者
に
し
て
此
信
用
の
膨
脹
を
支

へ
る
矯
め
に
必
要
と
な

つ
だ
紙
幣
を
自
由
に
増
覆
す
る
巳
き
は
、
世
人
は
多

多
盆
信
用
取
引
を
膨
脹
し
、
從

っ
て
更
に
紙
幣
増
獲
を
爲

ミ

る
を
得

さ
る
こ
ξ

な
る
・
此

の
如
き
際
に
紙
幣

.

を
増
凝

す
れ
は
す
る
ほ
ざ
世
人
は
紙
幣
の
不
足
を
訴
ふ
る
結
果
ご
な
る
の
て
あ
る
。
飲
酒
家
に
射
し
て

一
家

の
主

謀

畠

。
酒
を
供
華

る
の
方
針
を
探
、
、
之
・
、
て
覚

離

せ
し
め
て
置
-
こ
蕃

蒸

せ
・
れ
蕩

合

に
、
若

し
其
主
婦
に
し
て
酒

の
要
求
あ

る
か
故

に
之
を
與

へ
な
る
に
止
ま
り
、
張

て
飲
酒
せ
し
め
た
る
に
あ
ら
す

一
芯
辯
解

し
て
得
々
た
ら
は
、
世
人
は
此
主
婦
を
非
常
識
者

巳
し
て
取
扱
ふ
て
あ
ら
う
。
政
府
當
局
者
.の
紙
幣
増
獲

に
謝
す
る
辯
解
は
頗
ふ
る
之
に
類
似

し
て
居

る
。

一.

一

…
二

物
偵
調
節
の
必
要
.
.

　一「
物
磐

鵬
書

・
む
・
こ
忌

纏

霧

の
内
容
露

部
よ
墨

更
レ
て
、
汎
-
肚
會
各
方
面
に
於
け
・
墨

蘭

係
を
掩
観
す
る
も
の
て
あ
る
が
、
特
に
資
本
家
ご
勢
働
者

こ
の
分
配
割
合
を
勢
働
者
に
不
利
盆
に
愛
更
す
る
ε

.

云
ふ
砒
會
的
弊
害
を
生
す
る
。
故

に
社
倉
的
不
安

の
甚

し
き
今
日
は
各
國
共
に
勅
贋
騰
貴

に
射
し
て
非
常
に
陣
纒

鋭
敏

ε
な
っ
て
居

る
に
係
は
ら
†
、
猫
b
我
国
か
物
債
騰
貴
に
射
し
て
卒
然
た
る
は
驚
く

へ
き
こ
ε
て
あ
る
。
或

は
物
償
騰
貴
は
好
景
気
を
生
.レ
、
從

っ
て
勢
働
に
封
ず
る
需
用
を
増
加
す
る
か
ら
、
物
償
騰
貴
ご
共
に
勢
銀
を
増

扼

し
て
行
け
ば
何
等

の
肚
會
的
弊
害
を
生
せ
す
と

の
説
も
あ
る
。
假
り
に
勢
銀
の
増
加
か
物
儂
騰
貴

ピ
歩
.調
を

一

時
事
問
題

通
貨
収
縮
の
急
務

第
九
巻

(第
四
號

.
九
七
}

五
七
一

、



駐

膿

通
簑

縮
・
霧
.

第
九
竺

第
四
號

●
九
八
)

五
七
二

逸

す
る
か
如

く
圓
滑

に
行
は
れ
得

る
も

の
ご
し
ぞ

も
、
更
に
考
ふ

へ
き
は
物
債
騰
貴

に
由
り
過
度
に
景
氣
を
煽

る

冠

き
は
、
後
日
恐
る
へ
き
反
動
を
生
レ
て
資
本
箸

害
す
・
の
み
な
ら
す
、
勢
働
・者
を
失
業
せ
し
む
る
の
危
険
か

あ
。
。
文
物
償
か
騰
貴
す
れ
は
世
人
か
投
機
に
熱
中
し
、
成
り
金
の
輩
出
を
見
・
量

る
の
て
あ
る
が
ギ
成
り
金

の
璽

ほ
差

有
財
産
制
度
・
偏

曇

す
・
も
・
は
夢

、
養

の
實
養

は
何
れ
も
之
か
響

・
無
形
の
迫

害
襲

む
ら
さ
る
毒

な
い
。
荷
-
も
私
有
財
産
制
塁

存
撃

・
上
は
、
之
を
し
て
生
壁

審

に
議

し
な

一
る
箕
面
房

努
力
鋳

し
正
當
の
報
酬
た
る
の
意
磐

有
せ
し
め
ね
は
な
ら
舞

て
あ
戻

・
物
償
讐

の
墜

・

.

は
私
有
財
産
・
砦

如
巖

憂

・
意
味
奥

・
場
合
・
生
・
る
旨

多
爲

之
熟

め
経

禽

委

姦

成
.

ず

る

こ

ご

＼

な

る

智

讐

捧

ふ
て
迅
藩

滑
・
叢

の
増
加
か
行
は
れ
桑

ら
は
・
傷

者
の
不
利
歩

脚

の
て
あ
る
が
・
、

「併
し
謀

に
繧

の
鐙

同
盟
聾

・
・
蕎

磐

生
・
、
某

・
・
響

・
間
・
反
撃

張
義

に
貿

…て
或
程
度
・
行
・
れ
得
・
塩

・
課

.
物
鰹

貴
・
利
益
総

て
の
蘂

鋳

し
て
均
篭

渡
籍

　

の
て…

?

、
中
・
は
牟

利
益
せ
麦

・
馨

藁

む
垂

葉
・
あ
っ
て
・
此
募

妻

に
於
け
奏

鋸

加
の
實
行

鄭

を
争

る
は
避
け
難

所
て
あ
る
が
、
併
し
非
瞥
利
的
の
政
府
妻

か
物
債
騰
貴
の
利
益
を
受
讐

る
こ
蕃

.

魂

害

し
て
・、華

働
者
蜀

・
叢

指

加
を
謄

玄

か
如
き
は
甚
護

っ
て
居
・
・今
星

明
國
の
政
府
か

.

肚
會
整

を
行
ふ
・
は
、
輩
・
葎

を
制
定
・
罠

間
・
肇

舞

働
壽

遇
の
改
善
器

す
る
を
以
て
足
れ
り

ノ

'

＼



ε
芋

、
政
府
事
業
に
於
て
役
暴

働
者
を
使
用
す
る
に
方
り
其
待
遇
を
模
範
的
に
し
・
以
て
民
間

の
雇
主
を
率

.

ゆ
る
ζ
云
ふ
重
大
の
任
務
を
有
し
て
居
る
,
普
通
勢
働
者
に
付
て
見
る
も
政
府
は

一
団
に
於
け
る
最
大
の
雇
主
て

…
あ
る
か
ら
、
之

を
模
範
的

に
待
遇
す
る
こ
ご
は
軍
に
民
間
雇
主

に
射
し
て
無
形

の
指
導
的
敷
果
を
生
す
る
に
止
ま

ら
ぬ
の
て
あ
る
が
、
更
に
役
員
階
級
に
付

て
は
政
府

の
之
を
使
用
ず
る
割
合
か
甚
把
大
て
あ

る
か
ら
、
政
府
か
頁

好

の
條
件
を
以
て
採
用
す
る
こ
譲

競
争
上
民
間

に
於
け
る
役
員
階
蔽
の
待
遇
改
善
を
強
制
す
る
の
奴
果

か
あ

る
・

而
し
て
政
府
か
此

の
如
く
模
範
的
待
遇
を
行
ふ
の
責
任
を
鑑
さ
ん
ピ
す
れ
は
、
物
贋
騰
貴

に
際
し
て
迅
速

に
俸
給

墨

銀

の
引
上
を
行
は
・
る
を
得

さ
る
は
勿
論
て
あ

・
。
我
政
府
か
果
し
て
此
捲

付

て
罷
醒
芸

や
は
疑
問
て
あ

っ
て
.
馨

暴

の
経
過
を
見
れ
ば
、
救
府
は
寧
ろ
民
間
に
謝
し
て
後
れ
勝
て
あ

・
。
只
姦

府
か
事
業
を
行
ふ

に
綾

重
な
る
豫
算

の
束
縛
か
あ
っ
て
、
物
贋
騰
貴
捧

ひ
迅
速

に
其

の
使
用
す
る
役
員
勢
働
者

の
待
遇
を
政
善

し
難
き
こ
ヒ
は
事
實
て
あ
る
。
故
に
政
府

に
し
て
其
重
大
の
責
任
に
反
し
て
自
か
ら
肚
會
的
不
公
雫
を
行
ふ
こ
ご

を
避
け
ん
ε
す
れ
は
、
成

る
へ
く
物
償
騰
貴

を
生
せ
し
め
さ
る
方
針
を
探
ら
ね
は
な
ら
ぬ

経
済
界

の
人
気
か
沈
表
し
て
資
本
は
活
用
せ
ら
れ
す
、
文
勢
働
は
失
業
に
苦
し
む
か
和
ぎ
際
に
は
、

一
因
の
金

融
政
策
も
成

る
へ
く
寛
大

の
方
針
を
探

っ
て
入
氣
を
引
立

つ
る
こ

ξ
を
適
當

こ
す
る
が
、
今
日

の
我
国
は
之
ご
正

反
射

の
方
針
を
探

ら
ね
は
な
ら
ぬ
理
由
か
上
述

の
外
耗
荷
ほ
一、「つ
あ
る
。
先

っ
戦
争
中
は
世
界
的

の
物
資
缺
乏
の

.

爲
め
に
我
國
は
如
何
な
る
物
を
生
産

・
て
も
有
利
に
販
掌

る
こ
墓

得
奄

從
っ
て
諸
慕
業
は
徒
ら
に
敷
量
的
.

時
事
問
題

通

貨
牧
縮
の
急
務

「

第
九
巻

(第
四
號

、

九
九
)

五
七
三

・



時
藩

題

聾

牧
蓼

書

鋪
九
巻

第̂
四
號
.
「
。
9

五
茜

.

に
震

し
た
が
、
養

質
は
莞

貧
弱
・
・
髭

れ
な
・
。
故
・
書

し
て
先
進
諸
國
の
秩
序
か
覆

レ
て
壽

…

欝

に
移
る
窪

か
出
京
た
な
ら
は
、
我
薪

興
の
諸
棄

は
忽
ち
其
競
争
罎

倒
せ
ら
れ
る
譲

を
有
す
る
・

徹

に
倉

。
我
國
は
攣

中
に
得
起
る
利
益
を
投
し
て
肇

業
・
内
窄

充
寧

・
こ
　

霧

手

・
。
然
・

。
倉

の
如
義

薦

貴
を
羅

せ
し
め
、
從
っ
て
妻

の
肉
筆

充
質
せ
さ
る
も
理

解

多
大
の
利
益
塞

け
得
・
蔭

に
奮

し
還

暮

護

世
人
鍵

ん
で
内
昏
の
歪

に
.努
力
せ
す
・
雪

・
警

的
外
形
的
艦

.

熟

字

る
こ
ε
管

む
を
得
ざ
垂

て
あ
・
が
、
此
妻

・
嘗

に
至
あ
》

的
反
動
呈

す
る
の
危
険
を
有

す

る
こ
ご
か
明

か
て
あ

る
。
若

し
政
府

に
し

て
徒

ら
に
財
界

の
人
気
取

り
に
唐

心

せ
す
、
異

に
事
業

の
進
歩

を
圖

rら
ん

ご
す
れ

は
此
際
}決

し
て
放

漫

な

る
金
融
政

策

を
探

っ
て
物
.償
騰
貴
を
助

長
し

て
は

な
ら
ぬ

顧
れ
綴

洲
馨

の
初
ま
つ
姦

ま
て
は
我
屠

棊

制
度
昼

際
に
破
産
慧

に
陥
っ
て
居
㌣

日
露
馨
.

募

債
政
警

守

智

薦

費
せ
し
め
蕪

果
は
年
・
輸
入
超
過
の
奨

を
楽
し
、
.此
舞

上
の
霧

罫

債

.

の
元
利
支
彿
あ

爲
め
緩

府
は
絶

へ
す
盤

募
集
轟

返
・
三

時
轟

縫
・
た
・
譲

・
恰
・
遊
蕩
児
か
借
.

…
金
の
利
轟

の
爲
め
暫

繕

会
す
る
か
和
姦

を
呈
し
R
。
箆

我
政
麿

國
昏

は
皇

目
附
の
能
力
を
鉄

…
き
、
危
機
の
目
前
に
迫
り
來
・
も
之
を
挙

る
の
手
撃

探
る
こ
農

躊
躇
し
奈

、
遂
に
事
篁

外
債
妻

か

　
殆
ん
采

聾

な
っ
て
初
め
て
馨

な
論

貨
緊
縮
方
針
聾

し
た
。
只
た
國
民
髭

緊
縮
方
針
の
下
に
大
に
忍

・

若

鶴

す
。
の
責
任

戦
争
の
勃
書

聖

突
然
解
除
せ
ら
れ
、
国
民
は
殆
ん
轟

せ
す
.し
て
多
大
の
輸
出
超
過

0



…
を
來
た
し
、
之
か
矯
め
成
.金
的
窒

額
・
在
外
正
薯

有
・
・
窒

つ
た
.
克
己
島

・
能
力
の
乏
し
義

國
か

.

斯
,
し
て
今
呈

噸
の
寡

養

を
所
有
す
る
こ
職

、
冨

國
民
・
し
・
日
鰹

欝

於
け
る
ポ

も

肩

大
.

…
。
。
蕪

。
階
、
し
む
・
あ

・
あ
る
.
前
・
は
我
国
か
放
婁

・
金
醗

磐

欝

す
る
爲
め
に
は
非
常
㌢

謬

掛
け
て
外
債
を
起
。
・
必
要
…

塞

、
互
碧

寡

正
墓

所
享

・
倉

・
於
・
は
何
等
の
藷

な

.

ε

て
能
く
放
慢
な
塾

醗

策
と
智

騰
貴
ご
を
支

へ
・
慧

が
出
来
・
。
罐

中
の
成
金
氣
分
は
書

ほ
肚

.

禽

各
方
面
緩

ぞ

居
・
か
・
、
或
髭

の
互
額
の
森

正
貨
か
議

す
・
亀

は
・
我
国
民
は
到
罐

歪
な

。
霰

肇

を
探
る
こ
嘉

暴

・
竜

知
.れ
・
。
在
外
正
募

芒

蒲

散
・
義

國
か
依
畿

際
去

債
務

馨

し
て
磐

こ
。
播

慧

ふ
へ
し
ご
し
て
も
、
放
慢
・
・
金
融
敬
答

欝

か
我
國
の
肚
慧

潮
蓋

.険
悪

な
ら
し
む
る
の
大
害
を
生
す
る
こ
ご
は
到
底
吾
人

の
忍
ふ
能
は
さ
る
所
で
あ
る

國

三

通

貨

牧

縮

の
程

度

ヤ
.、
.
.
、
」
.
.
.

、
.
.
.
・

通
綾

縮
。
由
り
物
磐

調
箏

・
持

て
ば
、
如
要

・
程
薦

之
を
行
ふ
へ
き
や
・
馨

か
な
く
て
は
菰

.

島

。
.我
國
至

要
の
原
料
養

物
・
蔀

を
外
國
ポ

葵

・
、
製
品
・
少
・
か
・
享

部
署

欝

す
歪

ご

に
由

て
國
民

の
生

活
を
支

へ
る
こ

と
を
必
要

と
す

る
。

故

に
我
国

の
物
償
は
重
要

の
貿

易
.關
係

を
有

す

る
世

界

語
大
國
の
智

皐

警

戒
・
へ
-

一
致
す
る
窪

を
要
す
鳶

若
・
我
物
償
に
し
て
此
露

呈

窪

る
ご
き

特
需

題

通
叢

縮
の
霧

、

第
毒

第̂
四
號

δ

;

五
七
五

・



時
謬

題

通
叢

縮
・
霧

・

第
九
登

第
羅

δ

一一)

毛

六

　
。
姦

の
欝

婁

の
不
参

甕

・
て
葎

業
者
・
生
活
難
笙

す
へ
く
・
又
菅

拳

簸

下
袋

物
贋
.を

　羅

藤

纏
麟
雛
堀葎

雛

蕪

雑

鰐
樋麹

を
得
な
い
.
募

金
に
強
て
物
償
引
下
策
羅

奪

ん
手

・
は
全
欝

・
幣

制
蟹

行
ふ
の
必
器

芒

・

'

　
之
か
箏

國
民
の
生
活
及
肇

の
峯

自

酌
・
す
・
物
嘉

節
は
全
く
昔

的
に
反
す
る
結
果
を
生
姜

る
を

覆

。
。
職
前
世
界

・
藩

・
畠

・
・
.・
募

食

逃
、裡

我
国
・
響

集

當
の
農

政
讐

由
て
篠

を

久
し
く
此
標
畿

上
に
保
・
奉

て
あ
・
が
、
含

粂

國
隷

・
莫

、酌

我
国
異

に
務

及
譲

の
蟄

入
に
大
な
る
制
限
,
加
.
、
・
て
貿
易
に
由
る
物
撃

均
・
自
然
作
用
・
灘

・
て
届
書

・
我
物
債
を
.適
當

「の
地
位
に
保
た
ん
・
す
れ
は
欝

窺

馨

識

蓼

探
・
て
喋

ら
・
・
而
・
義

か

霧

磐

此
擢

に

A
.致
。
、
む
る
き

。
、
繧

・
必
要
.叩
・
・
て
楡
隻

・
輸
余

業

及
星

・
或

て
國
民
の
生
活
及
肇

　に
不
利
を
来
た
す
場
ム・か
聾

、
。
整

蓋

・
篁

務

・
蕾

入
・
醤

て
は
窮

・
制
限
又
縫

進
を
行
ふ

一
ご

ε
を
必

要

ご
す

る
は
勿
論

て
あ

る

、
.
.

.　

　

然
ら
ば
今
日
の
我
蟹

・
讐

継

界
奨

・
・
智

讐

藷

・
た
る
あ

な
り
や
・
叉
は
其
れ
以
上
に

橡

。
、
あ
り
ゃ
を
智

ね
は
・
ら
・
。
若
・
世
界
・
大
楚

巖

・
・
程
度
・
・
の
て
あ
る
と
す
れ
は
・
晋

藷

。
由
る
一
諾

調
節
を
行
ふ
こ
.蕃

土
・
て
、
罠

の
窪

養

業
量

大
關
係
を
孕

る
窪

貨
物
蜀

響



し
特
別
の
調
節

を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
通
商
自
由

の
季
時
に
在
て
は

一
國

の
物
償
卒
準
か
、
.世
界
的
孚
均
に
合
致

.

す
る
や
否

や
は
、
其
輸
出
入
霜

久
し
き
に
亘
り
て
均
衡
を
保
つ
や
否
や
に
出

て
見

る
忌

も
出
来
る
・
蚤

前

」に
英
國
は
商
品
及
貨
幣
に
付
て
全
然
日
歯
開
放
を
行
ひ
、
且

つ
世
界
通
商

の
中

一6
を
爲
し
て
雇
え
か
ら
、
英
国

の

物
償
指
敷
の
高
低
に
由
り
略

ほ
世
界
的
霧

の
高
低
を
知

る
窪

も
出
来

墓

、
今
日

の
英
国
は
事
情
か

憂

し

て
其
物
儂
も
國
内
限
ウ
の
努

を
有
す
る
不
換
紙
幣
に
由
り
左
右

せ
ら
る
肴

様
て
あ

・
か
ら
、
之
を
標
準
診

一
て
我
国
の
物
償
を
卒
す
る
こ
墓

得

な
い
。
具
な
世
界
に
率
先
し
て
金
の
自
由
輸
出
を
断
行
ぜ
る
今
日
の
米
國
は

世
界
通
商
上
長
も
重
要
の
地
位
を
占
め
、
保
護
税

の
程
度
.も
近
.來
大
に
緩
和
せ
ら
れ
な
上
に
、
輸
出
入
の
制
限
も

他
の
諸
大
國
に
架

れ
鑛

ふ
・
畠

千
あ
ぶ

ら
、
米
國
・
留

指
数
の
高
低
昊

讐

於
て
最
も
能
く
世
界

的

干
均
を

反
映

す

る
も

の
ご
「見

て
差
支

な

い
。

此

の
米
国

の
物

償
指

数

ご
我
國

の
夫

れ
ご
を
比
較

す

る
に
、
戦
前

・

と
今
呈

の
比
較

に
付
て
も
、
又
職
争
終
熄
期

琴

日
ε
の
比
較
に
付
て
も
、
我
國
の
騰
貴
牽
は
大
に
米
國
.を
凌

.

駕
し
て
居

る
。
英
国

の
物
儂
指
敷
拡
米
國
よ
り
も
梢
高
く
、
佛
國

の
指
数
は
不
明
て
あ
る
が
恐
ら
一
我
国
よ
り
も

…
幾

分
大
て
あ
ら
う
つ
只
穴
英
国
の
貨
幣
相
場
は
既
に

一
割
以
上
下
落
を
示
し
、
.佛
貨
に
至

っ
て
は
三
割
内
外

の
下

一
落
を
示
し
て
居
る
か
ら
、
世
界
貿
易
の
上
よ
り
見
れ
ば
佛
國

の
物
贋
す
ら
我
國

の
夫
に
比
し
て
飴
り
高
く
は
な
く
、

　

英

国

の
物
償

は
米
国

の
夫

れ

ご
略
.ほ
同
地
位

に
立

っ
て
恐

ら
く
我
國

よ
り
も
二
割
近

く
低
き
に
居

る
こ
`
.、
な

る

、
て
あ
ら
う
。
現

に
載

國

の
貿
易

か
本

来
輸

出
超
過

を
見

る

へ
き
下
宇
季

に
入

る
も
術

ほ
可

な
り

の
輸
入
超

過
を
樫

時
事
問
題

通
貨
攻
縮
の
急
務
「

第
九
巻

〔第
四
號

一
〇
三
)

五
七
七



…
績
し
・嶽

縁

懸

之
　
　

け
離

離

麺

灘

結
し
て
も
序我
物

順

世
界
。
露

呈

に
進
み
つ
…

。
こ
茎

李

・
・
舜

攣

る
こ
羨

崇

る
・
果
し
で
然
ら
ば
我
國

一
。
撰

露

量

。
今
後
の
響

を
蕩

的
・
防
止
ち
る
を
以
・
足
れ
遇

せ
す
・
更
に
進
ん
で
徐
詫

引
下
を

・

　罷

謎

謎
鍵
幾
蝋繕
縮

縫

惚
籍

搬
欝欝

肩

入
。
ち
無
形
讐
.
の
叢

勘
定
を
有
す
・
か
ら
、
二
三
億
・
輸
・
超
嬰

ぎ

・
は
敢
・
憂
・
る
讐

…
な
。
が
、
併
。
目
下
の
智

調
募

華

・
し
て
緩

出
入
の
均
衡
を
保
な
し
む
る
こ
隠

産

意
せ
ね
は
な
ら

。
。
此
注
意
悉

。
差

、
は
我
物
債
・
鰻
吉

・
上
・
て
遂
・
在
外
正
夢

霰

・
　

て
は
肚
寓

不
審

,

.

激

成

す

る

を

顧

み

さ

る

こ
、
ご

、
な

る

て

あ

ら

う

・

「

今
後
。
留

饗

・
防
止
・
・⇔
こ
宇

美

・
驚

及
国
民
・
努
力
・
必
要
手

る
が
ギ
更
に
智

調
募

程

.

度
姦

め
て
相
當
。
之
冷
引

丁

・
に
付
・
・
官
民
共
美

簿

・
必
要
享

・
・
璽

忽

堅

物
磐

引
下

…
け
て

一
般
の
不
景
氣
を
惹
㌍

レ
、
・
・
智

姦

・
役
員
階
級
・
實
所
得
露

華

　

多
琢

響

を
し
美
.

…

鑓

籍

駿

蒸

踪衙藷

鞭

璽
鷺
嶽

賛鮒雛

種
の
,
用
.。
聾

し
て
篤

の
調
査
を
行
ふ
の
必
要
・
・
易

論
、

一
面
・
俸
給
鑑

の
不
充
分
な
る
者
嬉

し



.

て
は
官
民
共
に
寛
大
の
精
神
を
以
て
之
を
増
加
せ
ね
は
な
ら
戴
。
而
し
て
近
き
將
來
に
於
げ
る
我
経
済
界

の
形
勢

.

を
見
る
に
、
欧
洲
諸
国
の
脛
濟
的
恢
復
は
豫
想
外

に
困
難

て
あ
り
、
從

っ
て
我
国
の
鹸
…出
は
幾
分
か
物
贋
騰
貴

に一

一
由

て
妨
げ
ら
る

、、も
-、
先
進
國
の
競
争
に
由

て
強
く
歴
迫
せ
ら
る
」
こ
ご
な
か
る

へ
し
ε
の

一
般

の
見
込
か
先

つ

.

人
氣
を
樂
観
に
傾
か
し
齢
、
加
ふ
る
に
内
地
に
於

て
は
農
民

の
購
買
力
か
非
常

に
増
加
し
て
好
景
気

の
重
大
原
因

を
駕
し
て
居
る
が
、
假

り
に
本
年
の
米
作
か
大
豊
作
と
な

っ
て
も
、
世
界
角
食
物

の
缺
乏

の
矯
め
多
賀

の
外
米
す

ら
非
常

の
{口回
儂
を
維
持
す
る
今
日
に
於
て
、
米
贋

の
暴
落
に
由

る
田
舎

の
不
景
氣
は
當
分
起
ら
さ
る
へ
し
ε
の
見

込
も
強
く
、
從

っ
て
輸
出
の
上
に
多
少
「の
故
障

か
起

っ
て
も
経
済
界
は
殆
ん
と
不
安
動
揺

を
威
し
な
い
。
此

の
如

き
人
気

の
下
に
於
て
は
現
金
通
貨
を
牧
続
す
る
も
其
割
合
に
信
用
通
貨
は
多
く
牧
締

し
な
い
。
通
貨
収
縮

に
由

て

物
贋
を
調
節
す
る
に
は
此
黙
に
も
大
に
注
意
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。

世
人
は
往
々
通
貨
を
牧
縮
し
て
物
償
を
調
節

す
る
ご
云

へ
は
、
其
程
度

の
大
小
緩
急
を
問
は
す
常

に
経
済
界

の

不
景
氣

を
招
き
、
之
に
出
て
利
す
る
者
は
地
位
の
安
固
な
る
役
員
階
級
中
の
少
数
者
に
し
て
勢
働
者
は

「
般
に
努

.

銀

の
下
落
及
失
業
に
苦

し
む
も
の

、
如
く
信
ず
る
が
、
経
済
界

の
活
魚
ε
云
ふ
こ
ご
に
ば
健
賢
な
る
進
歩
紅
津
調

子

の
投

機
的
繁
忙

こ
の
朋
か
あ
り
、

一
国
の
生
産

に
必
要
に
し
て
文
具
に
勢
働
者
に
職
業
を
與
ふ
る
も

の
は
投
機

的
繁
忙

て
は
な
.い
。
例

へ
は
職
事
以
來
の
好
景
気
及
物
僧
騰
貴

の
径
路
を
見

て
も
、

一
般
生
産
者
か
商
人
に
萱
渡

}

し
た
後
に
商
人
か
恩
威
を
立
て
、
相
場
を
釣
上
け
る
こ
建
か
多

い
。
勢
働
者
に
職
業
を
與
ふ
.る
も

の
は
割
合
に
・安

排
事
問
題

通
貨
牧
縮
の
急
務
.

r

一
.
第
九
啓
.
(第
四
號

一
〇
五
)
」
.
五
七
九

.



時
事
問
題

通
貨
敢
縮

の
急
務
.

第
九
巻
.
(第
四
號

「
.〇
六
)

五
入
Q

.

養

っ
た
生
産
者
て
あ
っ
て
、
利
益
の
主
な
・
部
分
髭

欝

少
警

商
人
の
手
に
管

て
居
る
・
實
に
馨

以

」來
絶

へ
す
兌
換
券
の
増
獲

せ
ら
れ
た

こ
ε
は
、

一
方
よ
り
見
れ
ば
主
に
此
少
敷
商
人
の
思
惑
を
支
持
す
る
爲
め
に

.

行
は
れ
え
観
か
あ
る
。
敷
に
此

の
如
き
事
情
の
下
に
物
債
調
節
を
行
ふ
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
通
例
少
数
商
人

の
思
戴
.

を
遡

る
を

て
あ
っ
て
、
篇

者
異

に
生
産
に
従
事
し
で

あ
・

雇

生
産
者
に
打
撃
を
加
へ
る
慧

は
極

.

め
て
少
な
い
。

一
國
の
彊

需

品
鐘

叢

引
の
爲
・
讐

に
人
・
の
手
に
警

鑑

す
る
部
分
を
成
る
.?

妻

ε

て
、
之
・
眞
晋

な
生
馨

・
手
・
成
・
?

多
藁

・
る
こ
翼

.
通
夏

嘗

胆

某

化
・
畠

必
要
て
あ
っ
て
、
此
方
法
を
有
壁

行
ふ
た
な
ら
は
生
産
増
加
の
爲
め
物
償
は
當
然
緩

和
せ
ら
れ
る
・
然
る
に

下

篇

鍵

啓

れ
・
欝

・
・
授
爵

掻

・
て
居
る
場
盒

は
・
徒
筐

震

取
引
の
爲
筐

嘉

せ
ら
る

　・
聾

及
商
品

・
部
分
か
大
毒

っ
て
・
生
産
の
増
誓

褄

の
低
蓬

を
妨
げ
蕊

る
・
物
覇

節
の
程
度
に

　付
・
今
讐

馨

・
暫

こ
ご
、
、
現
在
・
留

・
相
欝

引
下
げ
る
こ
ミ

・
間
旨

理
論
上
糞

か
あ
・
が

調
節
貴
行

の
上
よ
り
云

へ
ば
上
述

の
如
く
物
償
騰
貴
を
防
く
程
度
に
調
節
し
て
人
気
を
健
實

に
す
れ
は
.

一
面
に

…
生
産
の
増
加
か
起
っ
て
自
然
に
幾
分
の
蟹

舞

を
委

す
傾
向
か
あ
・
。
義

國
の
倉

の
事
情
よ
り
云
へ
は

　
コ

物

償
薦

賞
せ
し
む
れ
は
人
氣
か
引
立
つ
や
う
て
あ
嘉

、

薔

経

欝

不
蒙

甚
し
寡

っ
て
・
人
参

動

揺
高

盟
罷
業
の
墾

あ

嚼
め
に
生
産
の
増
袈

妨
け
ら
れ
、
從
っ
て
脛
濟
界
か
活
現
を
呈
す
る
芸

乱
も
共

實
は
投
機
的
繁
忙
叉
は
室
員
氣
こ
な
る
に
反
し
、
物
償

の
騰
貴
を
抑

へ
れ
は
肚
會
的
不
安
に
由
る
生
産
上

の
妨
害

.



か
除

か
れ

、
自

然

に
物
贋
を
緩
面

す

る
こ

電

、
な
る
・

「

「
.

四

通
貨
牧
縮
の
方
法

這

貨
を
器

・
・
塞

・
・
呆

銀
行
・
金
利
引
上
・
麓

・
政
府
・
公
債
葦

及
麓

貯
金
鋸

に
出
て
得　

一
た

る
墓

舞

。
園
内
に
畜

せ
す
、
多
少
利
息
の
堤

憲

ひ
て
も
之
獅

國
に
.投
下
す
る
忌

庖
・
兌
換
制

　薙

蕩

直
馨

薯

に
。
て
塁

塞

覆

を
党
鋒

備
綾

会

商

外
的
利
便
・
亨
芒

・
・
あ
・
呆

一
銀
行
か
、
利
息
附
預
金
を
設
け
て
見
幕

を
蓬

よ
り
引
上
塩

忌

や
、
貿
易
手
形
引
受
制
度
に
由
り
貿
易
金

華

民
間
金
紫

の
募

を
以
て
行
ひ
.、
成
ゑ

ぐ
之
を
し
て
見
馨

轟

に
織

せ
し
め
さ
る
こ
あ

如
ミ

種

々
の
方
法
か
主
張
せ
ら
れ
、
又
其

一
部
分
は
既
に
蛮
行
過
ら
れ

つ
＼
あ
る
が
、
從
來
此
等
の
方
法
を
行
ふ
に
方

}

り
成

る
へ
く

一
般
金
利
を
引
上
け
さ
る
範
園
に
實
行
ず
る
の
方
針
を
探

り
、
從

っ
て
理
論
上
通
貨

の
過
剰
を
生
し

霧

盒

之
を
回
牧
・
て
留

の
騰
婁

防
止
す
・
・
努

あ
る
も
・
更
縷

ん
で
物
磐

引
下
く
る
雲

底
な

.

・
の
て
勇

が
、
實
墜

・
芸

へ
は
金
利
・
馨

を
生
芸

る
こ
・
藤

篁

し
で
此
簿

.方
法
を
行
は
ん
ε

.

す
れ
は
、
物
償
騰
貴
を
防
止
す
る
こ
芋

ら
困
難
て
あ
・
。
誓

な
れ
は
経
済
界
の
人
魚
か
倉

の
如
く
樂
謬
.

.

傾
乏

き
は
、
授
爵

の
起
業
及
取
引
か
累
進
的
に
増
加
し
て
金
融
は
盆
繁
忙
を
加
へ
、
從
っ
て
金
利
も
騰
貴
的

傾
向
を
有
す
る
こ
ξ

な
る
か
ら
、
此
間
に
奮

通
貨
の
牧
縮
は
時
々
金
融
界
の
小
康
を
呈
す
る
機
會
に
柔
し
で

蒙

羅

通
鋸

縮
の
霧

第
輩

第
四
號

δ

七
)

…九
査



時
藩

題

養

捲

の
霧

究

巻

(第
四
號

δ

入
v

五
八
二

.

小
誕

に
行
は
れ
得
・
に
止
ま
り
、
結
局
・
霧

券
を
緩

し
姦

走

之
を
鍵

し
て
金
融
界
の
累

に
癒
せ

.

さ
る
を
得
な
い
か
ら
て
あ
る
。
故
に
布
敷

に
通
貨
を
牧
締
す
る
爲
め
に
は
金
利
引
上
以
外

の
方
法
を
も
行
は
ね
は

な
ら
ぬ
が
、
此
等
の
方
法
を
行
ふ
に
方

っ
て
は
多
少
金
利

の
騰
貴
ず
る
こ
ご
を
避
け
て
は
な
ら
ぬ
。
又

「
方
よ
り

謎

。
倉

。
醤

獲

は
在
外
正
夢

兌
換
準
備
鍾

入
…

付
・
縫

・
勇

養

・
て
あ
・
・.故
緩

.

府
は
森

正
募

運
用
に
付
て
今
後
は
慎
重
の
態
度
藻

-
、
泉

銀
行
を
し
て
逓
貨
牧
縮
の
已
む
を
得
さ
る
に
.

至
ら
し
む
る
こ
嘉

必
警

す
る
。
日
本
銀
行
か
此
必
要
に
迫
ら
れ
さ
る
限
鼠

有
壁

通
甚

縮
策
を
行
ふ
こ
.

ト
う

.

ε
か
甚

九
困
難

て
あ

る
。

物
償
調
馨

有
春

行
は
ん
手

れ
は
金
利
の
讐

を
生
す
る
こ
蕃

導

る
を
得
・
る
は
上
述
の
㌍

て
あ

る
が
、
今
・異

国
の
金
利
引
上
は
不
景
気
を
招
差

故
に
不
當
釜

芸

へ
る
概
説
の
反
藷

の
外
に
垂

外
役

萱

姦

く
・
の
弊
あ
皇

の
反
藷

か
あ
・
。
併
し
乍
ら
從
來
の
如
く
物
騒

墓

自
然
に
放
任
し
・
否
な
之
を

.

助
長
す
・
の
方
針
藻

・
暮

は
、
授
爵

の
墾

及
取
引
の
籔

憲

暴

忙
泰

た
し
麦

多
く
睾

薔

.

物
驚

貴
の
響

法
外
の
利
金
笙

す
る
こ
誉

な
る
奮

、
世
人
は
決
し
て
舞

馨

を
腰

す
・
義

外
投

資

の
爲
め
に
す
る
政
府

の
公
債
募
集
も
甚
だ
困
難
せ
な
ら
さ
る
を
得

な
い
。
我
国
か
如
何
な
る
種
類
及
範
園
の
封

…
外
投
資
を
行
含

羞

正
當
手

・
や
に
付
て
は
本
誌
前
・
號
に
之
を
概
論
・
た
が
、
政
府
の
手
に
由
る
達

人

の
力
に
由
窪

を
問
は
す
、
舞

鐸

を
行
は
ん
挙

れ
は
、
從
來
の
如
-
物
償
を
騰
貴
せ
し
め
て
拠

に
景
気

'



一
を
煽

っ
て
は
な
ら
ぬ
。
此
際
有
致

に
金
融
を
引
上
け
る
こ
ご
か
軈

て
金
融

の
緩
和
を
生
し
、
以
て
緊
要
の
封
外
役

一
資
を
行
ふ
こ
ご
を
容
易
な
ら
し
め
る
の
て
あ
る
。

'

「

蓮
賃
牧
縮
に
由
り
物
償
を
調
節
す
る
場
合
に
は
、
従
来
放
慢
な
る
金
融
政
策
の
下
に
於
て
特
に
投
機
取
引

の
目

.

的
ビ
な
り
し
商
品
は
他

の
商
品
に
比
し
て
強
く
下
落
す
る
巳
云
ふ
か
如
き
例
外
は
あ
る
が
、
大
盟
に
此
調
節
策
の

敷
果
は
略

ほ
均
等
に

一
般
商
品
に
及
ふ
も

の
て
あ

る
。
故

に
生
活
及
産
業

に
必
要
に
し
て
諸
物
債
以
上
に
騰
貴
せ

る
も

の
に
謝
し
て
は
特
別

の
調
節
を
行
は
ね
は
な
ら
ぬ
。
此
特
別

の
調
節
を
論
ず
る
こ
ε
は
本
文
の
目
的
と
す
る

所
で
は
な
い
が
、
此
種

の
調
節
か

一
般
的
調
節

に
重
大
関
係
を
有
す
る
場
合
に
付

て
薙
に

=
=口
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ユ

　

一
般
物
偵
に
比
し
て
更

に
三
四
割
の
騰
貴

を
示
せ
る
米
は
日
用
品
中

の
最
も
重
要

の
も

の
て
あ
る
か
ら
、
米
の

一

一
品
に
封
し
て
布
敷
に
調
節
を
行

へ
は
国
民
多
数

の
生
計

の
歴
追
は
大
に
緩
和
せ
ら
れ
る
、
他

の
重
要
品
の
取
引
に

　
比
し
て
米

の
取
引
は
幾
倍
の
大
量
て
あ
る
か
ら
、
米
償
か
調
節
せ
ら
れ
て

一
般
物
償
指
敷

の
程
度
に
下
つ
な
な
ら

…
は
・
叢

引
　

解
放
馨

れ
て
銀
行
に
腰

し
得
る
通
募

書

非
常
の
互
警

な
る
・
麓

注
意
す
へ
註

,

ヨ

米
傾

の
特
別

の
騰
貴

の
矯
め
農
民

の
取
引
上
の
地
位
か
特
に
強
硬
ε
な
り
、
從

っ
て
農
民

の
手
を
達
し
て
供
給
せ

一
ら
・
凄

其
讐

錆

、
野
菜
、
藻

、
本
葺

の
品

品
も
供
給
の
割
盒

蕃

か
張
-
薦
挙

・
鼠

皇

有
し
て
居

る
。
故
に
米
償
か
調
節
せ
ら
れ
穴
な
ら
ば
此
等
の
日
用
品
も
自
然
に
低
落
を
生
し
、
.之
か
矯
め
取
引
よ

●

.

り
解
放
せ
ら
れ
て
回
敗

の
可
能
芒
な
る
通
貨
の
量
は
盆
大
ご
な
る
。
目
下
輸
出
貿
易
は
以
前

の
如
も
好
況
て
な
ぐ
、

げ

時
事
問
題

湿
貨
攻
縮

の
急
務

'

第
九
巻

(第
四
號

一
〇
九
)

五
八
三

み



　

　
　
　
　

　
　
ル
　
　

　

レ　
　
な

　
　
　

こ

　

モ
ゐ

縫
翻
蕪

難

業
翫蝿鑓

繰
難

鰐
醸

甥螺

米
里

、同
に
由
り
て
田
舎
か
特
別
の
好
景
氣
を
呈
す
る
爲
め
て
あ
る
・

一
面
よ
り
云

へ
は
貿
易
の
状
況
の
夏
仔
な
ら

。
る
倉

。
於
。
依
然
醤

・
震

織

攣

・
は
、
糞

の
笥

・
讐

の
響

畳

額
の
薔

宜

ハ取
引
に
.

讃

せ
、
。
て
居
る
か
ら
て
あ
る
。
從
っ
て
米
に
封
・
・
騎

の
調
躯

行
は
す
・
て
通
護

聾

圃
へ
る
雇

一
約
説
節
を
布
敷
に
行
ふ
こ
・
か
甚
な
困
難
・
　

・
、
之
　

漿

磐

謝

・
て
耳
擦

通
賃
を
叢

引
よ

,
覆

し
乍
ら
、

芳

に
誓

散
緒
を
行
は
な
か
・
・
弩

・
、
髪

墓

巽

・
通
募

蔀

分
縄

の
要

物
の
取
引
に
欝

せ
、
れ
て
溜

叢

は
容
易
・
下
孚

、
之
か
爲
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